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晴
ら
し
さ
を
熱

弁
。
時
に
力
強

く
、
時
に
優
し

く
語
り
か
け
る

豊
か
な
表
現
力

で
、
会
場
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

八
月
七
日
（
木
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
に
て
「
平
成
二
十
六

年
度
第
二
回
会
長
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
商
工
会
会
長
間
の
問
題

意
識
の
共
有
や
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。今
回
は
、

広
島
市
信
用
組
合
の
山
本
明
弘
理
事
長
と

全
国
商
工
会
連
合
会
の
勝
野
龍
平
専
務
理

事
の
両
氏
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
広
島
市
信
用
組
合
の
山

本
明
弘
理
事
長
が
『
足
で
稼
ぐ
「
現
場
主

義
」
経
営
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
十
一
期

連
続
の
増
収
を
達
成
し
今
年
三
月
に
“
Ａ

︱
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
”
の
格
付
け
を
取
得
し
た

実
績
を
基
に
、
経
営
に
必
要
な
こ
と
、
大

切
な
こ
と
は
何
か
を
語
り
ま
し
た
。

　

山
本
理
事
長
は
冒
頭
、
市
信
用
の
経
営

に
つ
い
て
、
預
金
・
貸
金
・
為
替
に
特
化

し
た
営
業
を
強
調
。「
広
島
市
信
用
組
合

は
、
株
や
投
資
信
託
を
売
り
ま
せ
ん
。
世

界
の
経
済
状
況
や
天
変
地
異
に
左
右
さ
れ

な
い
、
ぶ
れ
な
い
経
営
を
守
り
抜
く
。」

と
断
言
し
ま
し
た
。

　

市
信
用
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

融
資
。「
地
域
の
金
融
機
関
が
生
き
残
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
は
融
資
。
そ
し
て
、
中

小
零
細
企
業
・
個
人
の
た
め
に
も
融
資
で

地
域
貢
献
す
る
の
が
私
の
信
念
。」と
説
明
。

　
「
金
融
機
関
は
お
金
を
貸
せ
ば
い
い
楽

な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
い
ざ
外

交
に
出
て
み
る
と
ど
こ
も
お
金
を
借
り
て

く
れ
な
い
。
そ
の
時
初
め
て
融
資
は
お
金

を
貸
す
の
で
は
く
、
使
っ
て
い
た
だ
く
も

の
だ
と
分
か
っ
た
。」
と
入
組
当
初
、
外

交
員
の
時
に
体
験
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披

露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン
で
は
「
年
収
七
百
万

円
あ
れ
ば
ど
の
銀
行
で
も
借
り
ら
れ
る
。
年

収
三
百
万
円
の
お
客
様
に
念
願
の
一
軒
家

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
応
援
す
る
こ

と
が
私
た
ち
の
仕
事
。
そ
れ
が
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
応
援

し
て
も
ら
え
る
金
融
機
関
に
な
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

店
頭
で
お
客
様
が
来
て
く
れ
る
の
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
お
客
様
の
所
へ
足
を
運

ぶ
の
が
市
信
用
ス
タ
イ
ル
。
現
在
で
も
、

二
週
間
か
け
て
支
店
長
や
役
員
が
一
万
三
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審
査
の
結
果
、

小
豆
島
で
佃
煮
製
造
業
を
営
む
小
豆
島
町

青
年
部
（
香
川
県
）
の
柴
田
祐
貴
さ
ん
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
。
十
一
月
に
新
潟
県
で

開
催
さ
れ
る
主
張
発
表
全
国
大
会
に
中
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

地
元
の
期
待
を
一
身
に
受
け
た
福
田
さ
ん

は
、
惜
し
く
も
優
秀
賞
を
受
賞
。
審
査
員

長
を
務
め
た
中
国
新
聞
社
編
集
局
長
補
佐

の
宮
田
俊
範
さ
ん
は
「
上
位
者
の
レ
ベ
ル

が
高
く
、
優
劣
の
つ
け
が
た
い
難
し
い
審

査
だ
っ
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　

同
日
に
行
わ
れ
た
記
念
講
演
に
は
、
堀

江
貴
文
氏
が
登
場
。『
ホ
リ
エ
モ
ン
が
考

え
る
商
工
会
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

活
性
化
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
劇
的
に
変
化
し
て
い
く
私
た
ち

の
生
活
を
丁
寧
に
説
明
。参
加
者
た
ち
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
変
え
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
、
企
業
家
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

　

翌
日
五
日
（
金
）
に
は
、
視
察
研
修
や

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
も
行
わ
れ
、
広
島
大
会

は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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千
件
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。「
ひ
と
つ
の

こ
と
を
徹
底
的
に
継
続
す
る
こ
と
。
こ
れ

が
他
店
と
の
差
別
化
に
も
な
る
。
今
後
も

地
道
に
実
直
に
一
軒
ず
つ
歩
き
、
お
客
様

が
安
心
し
て
取
引
で
き
る
市
信
用
、
そ
し

て
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
市
信
用
を
目

指
す
。」
と
訴
え
る
と
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
全
国
連
の
勝
野
龍
平
専
務

理
事
が
「
中
央
情
勢
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
冒
頭
で
は
、
現
代
の
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
語
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

経
済
社
会
の
成
熟
化
、
格
差
の
拡
大
な
ど

を
挙
げ
、「
中
小
企
業
、
と
り
わ
け
小
規
模

事
業
者
は
厳
し
い
環
境
に
直
面
し
て
い
る
」

と
分
析
。
小
規
模
企
業
に
政
策
の
光
を
今

一
度
当
て
る
こ
と
が
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
済
状
況
の
中
で
商
工
会
の

強
み
と
課
題
に
も
ふ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
大
き
さ
や
構
成
員
、
広
が
り
を
含
め
、

「
極
め
て
可
能
性
の
高
い
組
織
」
と
評
価

し
な
が
ら
も
、「
そ
の
強
み
が
活
か
さ
れ

て
い
な
い
」と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。「
会

員
数
の
減
少
や
財
政
基
盤
の
脆
弱
性
、
連

携
の
弱
さ
を
克
服
し
、『
バ
ー
チ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』
か
ら
『
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
の
実
現
」
を
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
と
し
て
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
。一
つ
目
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
太
く
、
強
く
す
る
こ
と
。

商
工
会
誌
を
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
に
し
た
商

工
会
活
動
の
情
報
共
有
・
理
解
増
進
や
情

報
発
信
力
を
強
化
す
る
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
配
布
、
女
性
部
・
青
年
部
活
動

の
支
援
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
の
内
部
組
織
化

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。二
つ
目
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
。
全
国
連
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
『
ニ
ッ
ポ
ン
セ

レ
ク
ト
』
に
よ
る
販
路
開
拓
や
会
員
専
用

の
新
保
険
『
地
震
等
災
害
休
業
保
険
』
の

創
設
な
ど
を
紹
介
。三
つ
目
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。
持
続
化
補
助
金
の

創
設
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
展
示
会
、
商
談

会
な
ど
の
開
催
の
ほ
か
、
地
域
循
環
支
援

事
業
の
創
設
、
広
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
設
置
な
ど
の
具
体
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
り
身
近
な
課
題
や
問
題
が
テ
ー
マ
と

な
っ
た
今
回
の
講
演
会
。
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
メ
モ
を
と
る
姿
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

十
月
三
日
（
金
）、
広
島
県
立
総
合
体

育
館
小
ア
リ
ー
ナ（
中
区
基
町
）に
て
、“
親

善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
広
島
県
大
会
”

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熱
気
に
包
ま
れ
た

会
場
に
集
ま
っ
た
の
は
本
大
会
出
場
の
九

チ
ー
ム
と
シ
ニ
ア
大
会
出
場
の
十
一
チ
ー

ム
。
気
合
た
っ
ぷ
り
の
選
手
た
ち
、
試
合

前
か
ら
火
花
が
散
り
ま
す
。こ
の
大
会
は
、

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
を
通
し
て
女
性
部

員
の
健
康
増
進
と
交
流
・
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
今

年
で
二
十
九
回
目
。
今
年
は
昨
年
に
比
べ

出
場
チ
ー
ム
が
増
え
、
さ
ら
な
る
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
日
本
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会
の
ル
ー
ル
に
準
じ
て
行
わ
れ
、
九
ポ
イ

ン
ト
三
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
（
二
セ
ッ
ト
先
取
）。

「
お
ら
！
」
と
い
う
迫
力
の
掛
け
声
と
笑
い

声
、
声
援
が
入
り
混
じ
る
中
、
賑
や
か
に
予

選
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
決
勝
リ
ー
グ
に
進
ん
だ
の

は
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
広
島
東
商
工
会
女
性
部
と
一
昨
年
の

覇
者
の
世
羅
町
商
工
会
女
性
部
、
そ
し
て

こ
の
一
年
で
め
き
め
き
と
力
を
つ
け
て
き

た
熊
野
町
商
工
会
女
性
部
の
三
チ
ー
ム
。

　

ジ
ャ
ン
プ
ア
タ
ッ
ク
に
魔
球
サ
ー
ブ
、

回
転
レ
シ
ー
ブ
な
ど
、
全
日
本
顔
負
け
の

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
連
発
。
予
想
通
り
の

激
し
い
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
を

飾
っ
た
の
は
世
羅
町
と
の
接
戦
を
制
し
、

広島県商工会女性部連合会

女
た
ち
の
熱
い
戦
い
が
今
年
も
開
幕
。

熱
戦
を
制
し
た
の
は
広
島
東
商
工
会
女
性
部

『
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

　バ
レ
ー
広
島
県
大
会
』

　
　
　
　
　
　
　開

　催

『
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

　バ
レ
ー
広
島
県
大
会
』

　
　
　
　
　
　
　開

　催

迫力満点のプレーが飛び出しました。

　

審
査
の
結
果
、

小
豆
島
で
佃
煮
製
造
業
を
営
む
小
豆
島
町

青
年
部
（
香
川
県
）
の
柴
田
祐
貴
さ
ん
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
。
十
一
月
に
新
潟
県
で

開
催
さ
れ
る
主
張
発
表
全
国
大
会
に
中
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

地
元
の
期
待
を
一
身
に
受
け
た
福
田
さ
ん

は
、
惜
し
く
も
優
秀
賞
を
受
賞
。
審
査
員

長
を
務
め
た
中
国
新
聞
社
編
集
局
長
補
佐

の
宮
田
俊
範
さ
ん
は
「
上
位
者
の
レ
ベ
ル

が
高
く
、
優
劣
の
つ
け
が
た
い
難
し
い
審

査
だ
っ
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　

同
日
に
行
わ
れ
た
記
念
講
演
に
は
、
堀

江
貴
文
氏
が
登
場
。『
ホ
リ
エ
モ
ン
が
考

え
る
商
工
会
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

活
性
化
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
劇
的
に
変
化
し
て
い
く
私
た
ち

の
生
活
を
丁
寧
に
説
明
。参
加
者
た
ち
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
変
え
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
、
企
業
家
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

　

翌
日
五
日
（
金
）
に
は
、
視
察
研
修
や

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
も
行
わ
れ
、
広
島
大
会

は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

広島県社会保険労務士会
広島市中区橋本町10－10　広島インテスビル5F

TEL：082－212－4481　http://www.hiroshima-sr .or . jp/

社会・労働保険何でも相談所

総合労働相談所
TEL：082-221-0610

無  料

専門家派遣・相談支援事業
(最低賃金総合相談支援センター併設)

医療労務管理相談コーナー

職場のトラブルを円満解決

社労士会労働紛争
解決センター広島
TEL：082-212-4481

無  料

年金専用相談・請求受付センター

無  料
街角の年金相談センター広島
街角の年金相談センター福山
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

あなたの
　チカラに、
　　なりたい♪

熊
野
町
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
下
し
た
広
島

東
。
見
事
、
二
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

広
島
東
商
工
会
女
性
部
キ
ャ
プ
テ
ン
の

上
田
裕
恵
さ
ん
は
、「
二
︱
八
で
あ
と
一

点
取
ら
れ
た
ら
負
け
て
し
ま
う
と
い
う
場

面
で
も
チ
ー
ム
全
員
が
集
中
し
て
ひ
っ
く

り
返
す
こ
と
が
で
き
た
。
私
た
ち
は
二
十

年
以
上
同
じ
メ
ン
バ
ー
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
賜
物
で
す
」
と
喜
び
を
噛
み
し
め
ま
し

た
。
平
均
身
長
百
五
十
四
㎝
。
決
し
て
体

格
に
恵
ま
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
週
一
度
の
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
た
結
果
で
す
。

　

シ
ニ
ア
大
会
の
決
勝
リ
ー
グ
で
は
高
陽

町
商
工
会
女
性
部
、
大
崎
上
島
町
商
工
会

女
性
部
、
五
日
市
商
工
会
女
性
部
が
優
勝

を
争
っ
て
死
闘
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
混

戦
を
制
し
た
の
は
大
崎
上
島
町
商
工
会
女

性
部
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
松
浦
典
子
さ
ん
は

「
チ
ー
ム
み
ん
な
で
拾
っ
て
、
チ
ー
ム
み

ん
な
で
打
つ
。
全
員
バ
レ
ー
が
優
勝
に
繋

が
っ
た
」
と
汗
を
拭
き
な
が
ら
満
面
の
笑

み
を
こ
ぼ
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
成
績
発
表
が
行
わ

れ
、
井
上
文
江
会
長
か
ら
本
大
会
、
シ
ニ

ア
大
会
の
そ
れ
ぞ
れ
上
位
三
チ
ー
ム
に
会

長
直
筆
の
賞
状
と
メ
ダ
ル
、
記
念
品
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
終
日
戦
い
を
見
守
っ

た
井
上
会
長
は
、「
年
々
、
女
性
の
パ
ワ
ー

が
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
普
段

の
練
習
の
成
果
が
よ
く
現
れ
て
い
た
。
安

倍
総
理
の
お
っ
し
ゃ
る
女
性
の
力
が
こ
こ

に
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
七
日
（
土
）、
沼
田
運
動
広

場
（
安
佐
南
区
沼
田
町
伴
）
に
て
、『
平

成
二
十
六
年
度　

広
島
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
内
の
青
年
部
員
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
図
り
、
健
康
増
進

や
部
員
間
の
連
携
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
開
か
れ
た
も
の
。
一
昨
年
以
来
の
開

催
と
な
っ
た
今
大
会
は
、
計
十
二
チ
ー
ム
、

約
百
二
十
人
が
参
加
。
晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の

下
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
や
盗
塁
の
禁
止

な
ど
、
一
部
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
採
用
。
全

三
球
場
で
試
合
が
行
わ
れ
、
各
球
場
で
四

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
予
選
を
行
な
い
ま
し

た
。
一
チ
ー
ム
二
試
合
を
行
い
、
二
試
合

の
合
計
勝
点
が
多
い
チ
ー
ム
を
上
位
と
し

て
順
位
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

大
歓
声
の
中
、
選
手
た
ち
の
眼
差
し
は

真
剣
そ
の
も
の
、
プ
ロ
顔
負
け
の
フ
ァ
イ

ン
プ
レ
ー
を
見
せ
る
人
、
全
力
疾
走
で
足

が
も
つ
れ
る
人
、
快
音
を
響
か
せ
る
人
な

ど
、
様
々
な
プ
レ
ー
で
観
客
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

　

決
勝
に
進
ん
だ
の
は
北
広
島
町
商
工
会

青
年
部
チ
ー
ム
と
備
北
地
域
協
議
会
連
合

チ
ー
ム
。
接
戦
の
末
、
打
撃
で
勝
っ
た
北

広
島
町
商
工
会
青
年
部
チ
ー
ム
が
見
事
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

試
合
後
に
は
、
個
人
戦
と
な
る
ス
ピ
ー

ド
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
一
チ
ー
ム

か
ら
二
名
ず
つ
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
こ
ち

ら
も
白
熱
し
た
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
緊

張
し
た
面
持
ち
の
選
手
が
マ
ウ
ン
ド
に
立

つ
と
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
観
客
か
ら
大
き

な
声
援
が
飛
び
交
い
ま
す
。
優
勝
し
た
の

は
、
百
三
十
一
㎞
／
ｈ
を
記
録
し
た
県
央

地
域
協
議
会
チ
ー
ム
の
高
下
慎
也
さ
ん
。

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
熱
戦
に
、
観
客
か

ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
今
大
会
。
汗

び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
戦
っ
た
選
手
た
ち

の
顔
は
、
み
ん
な
達
成
感
、
満
足
感
の
笑

顔
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

会場は秋晴れ。夏の暑さが残る中、部員たちは懸命にプレーしました。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

爽
や
か
な
秋
空
の
下
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
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介
。「
現
在
の
よ
う
な
激
動
の
経
済
状
況

の
中
で
こ
そ
、
堀
田
さ
ん
の
よ
う
な
キ
ャ

リ
ア
を
持
っ
た
指
導
者
に
、
中
小
企
業
の

新
し
い
経
営
の
あ
り
方
、
商
工
会
お
よ
び

県
連
の
運
営
等
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ

き
た
い
。」
と
、
引
き
続
き
協
力
を
仰
ぎ

ま
し
た
。

　

堀
田
副
会
長
は
「
こ
の
度
の
名
誉
は
私

ひ
と
り
の
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
道
を
と

も
に
歩
ん
で
き
た
多
く
の
方
々
の
も
の
。

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

堀
田
副
会
長
は
府
中
市
上
下
町
の
出

身
。
昭
和
六
十
三
年
に
上
下
町
商
工
会
の

副
会
長
に
就
任
し
、
平
成
九
年
よ
り
現
在

に
至
る
ま
で
、
長
き
に
わ
た
り
商
工
会
長

職
を
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
一

年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
は
本
県
連
理
事
を

歴
任
し
、
共
済
委
員
・
人
事
管
理
委
員
・

広
域
振
興
等
地
域
活
性
化
事
業
特
別
委
員

長
な
ど
、
多
く
の
要
職
を
務
め
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
よ
り
副
会
長
に
就
任
し
、

県
連
の
事
業
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

堀
田
悦
三
県
連
副
会
長
の
『
旭
日
双
光

章
受
章
』
を
祝
い
、
八
月
七
日
（
木
）、

中
区
中
町
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
に
て
記
念
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
祝
賀
会
に
は
、
県
内
の
各
商
工
会

長
や
県
連
職
員
な
ど
多
数
の
関
係
者
が
出

席
し
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
植
田
賢
治
県
連
会
長
は

「
私
た
ち
商
工
会
関
係
者
に
と
っ
て
こ
の

上
な
い
誇
り
」
と
喜
び
を
表
し
、
堀
田
副

会
長
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
つ
い
て
紹長年、堀田副会長を支えてきた奥さまとともに大きな拍手が送られました。

「
堀
田
悦
三
氏
の
旭
日
双
光
章

を
祝
う
会
」
開
催

長
年
に
亘
っ
て
地
域
の
中
小
企
業
振
興
に

大
き
く
貢
献
し
た
堀
田
副
会
長
が

栄
え
あ
る
叙
勲

広
島
県
商
工
会
連
合
会

　

広
島
県
の
中
小
企
業
振
興
に
著
し
い
功

績
が
あ
っ
た
企
業
経
営
者
や
商
工
団
体
役

員
な
ど
を
称
え
る
「
平
成
二
十
六
年
度
中
小

企
業
振
興
功
労
者
表
彰
式
」が
七
月
十
八
日
、

中
区
基
町
の
広
島
県
庁
で
行
わ
れ
湯
﨑
知

事
よ
り
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
彰
者
は
四
名
で
、
商
工
会

関
係
か
ら
は
石
川
芳
秀
県
連
理
事
（
備
北

商
工
会
長
）
が
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し

た
。

　

石
川
理
事
は
昭
和
二
十
六
年
生
ま
れ
の中央：湯﨑知事、左端：石川芳秀県連理事

石
川
芳
秀
県
連
理
事
が

県
知
事
表
彰
受
彰

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成
二
十
六
年
度
中
小
企
業
振
興
功
労
者

知
事
表
彰
を
受
彰
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国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償

入院はもちろん自宅療養もカバー

Point １

Point ２

Point ３

Point ４

Point ５

団体割引適用で割安な保険料

家事従業者の方もご加入いただけます。

ご加入の際、医師の診査は原則不要です。

天災もサポート!Point ６

病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します。
（最長１年間、免責期間７日間）

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度のPoint！

六
十
二
歳
。
西
城
町
商
工
会
青
年
部
長
を

皮
切
り
に
、
理
事
、
監
事
な
ど
の
要
職
を

歴
任
し
、平
成
八
年
七
月
に
会
長
に
就
任
。

以
来
、
十
八
年
に
わ
た
っ
て
会
長
職
と
い

う
重
責
を
担
い
、
常
に
商
工
会
活
動
の
活

発
化
と
組
織
強
化
を
図
り
、
地
域
商
工
業

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
五
月
に
は
、
西
城

町
、
口
和
町
、
総
領
町
、
高
野
町
、
比
和

町
五
商
工
会
の
合
併
調
整
で
持
ち
前
の
指

導
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
。
そ
の
結
果
、
絶

大
な
信
頼
を
得
て
、
新
設
の
備
北
商
工
会

初
代
会
長
に
就
任
し
、
県
内
一
、二
を
争

う
広
域
な
指
導
環
境
の
中
、
事
務
局
体
制

の
整
備
や
巡
回
指
導
の
強
化
な
ど
商
工
業

者
支
援
の
充
実
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
彰
は
、
こ
う
し
た
長
年
の
功

績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
県
連
の
役
員

と
し
て
は
昭
和
五
十
三
年
に
本
表
彰
制
度

が
創
設
さ
れ
て
以
来
、
三
十
七
人
目
の
受

彰
と
な
り
ま
す
。

　

十
月
八
日
（
水
）、
広
島
県
女
性
部
連

合
会
の
井
上
文
江
会
長
と
県
内
七
ブ
ロ
ッ

ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
平
和
記
念
公
園
を
訪

れ
、
原
爆
の
子
の
像
に
千
羽
鶴
を
捧
げ
ま

し
た
。
今
年
、
中
四
国
九
県
の
女
性
部
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
折
り
鶴
は
九
千
羽
以
上
。

県
内
外
の
女
性
部
員
た
ち
が
、
平
和
へ
の

想
い
を
込
め
な
が
ら
一
羽
一
羽
、
丁
寧
に

折
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。「
色
や
形

に
個
性
が
現
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
折
り
鶴

が
届
き
ま
し
た
」
と
井
上
会
長
は
笑
み
を

浮
か
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
『
原
爆
の
子
の
像
に
千
羽
鶴
を
捧

げ
る
事
業
』
は
平
成
七
年
か
ら
広
島
県
商

工
会
女
性
部
連
合
会
が
続
け
て
ま
す
。

　

井
上
会
長
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
、
原
爆

の
子
の
像
に
平
和
を
誓
っ
た
後
、
想
い
の

詰
ま
っ
た
千
羽
鶴
の
束
を
、
丁
寧
に
折
り

鶴
ブ
ー
ス
に
吊
る
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

原
爆
の
き
の
こ
雲
を
疎
開
先
の
江
田
島 今年もたくさんの折り鶴が届き、平和への願いが受け継がれました。

願
い
を
込
め
た

　
　千
羽
鶴
を
奉
献

中
四
国
か
ら
集
ま
っ
た
千
羽
鶴
を

井
上
会
長
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
が

原
爆
の
子
の
像
に
奉
献

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

で
目
撃
し
た
井
上
会
長
は
「
戦
争
を
経
験

し
た
者
と
し
て
、
平
和
の
大
切
や
尊
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
平
和
を

願
う
気
持
ち
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

時
間
が
あ
る
時
に
女
性
部
員
が
集
ま
っ

て
、
一
年
を
通
し
て
行
わ
れ
る
千
羽
鶴
づ

く
り
。「
糸
で
つ
な
い
で
い
く
と
き
が
意

外
と
難
し
い
で
す
。あ
ー
で
も
な
い
、こ
ー

で
も
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
み
ん
な
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
よ
」
と
井
上
会

長
。
最
近
で
は
部
員
だ
け
で
な
く
そ
の
家

族
の
参
加
も
増
え
て
き
た
そ
う
で
す
。
平

和
を
願
う
女
性
部
の
活
動
が
、
ど
ん
ど
ん

広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
各
県
で
来
年
に
向
け
た
折
り
鶴

づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
商
工
会
女
性
部
が
存
在
す
る
限
り
、
続

け
て
い
き
た
い
」
と
井
上
会
長
は
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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広島県みんなで出会い・結婚を応援！
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